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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳ（Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｔｏ　Ｓｅｎｄ）
を送信し、データ送信先の通信局から確認通知パケットＣＴＳ（Ｃｌｅａｒ　Ｔｏ　Ｓｅ
ｎｄ）を受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ方式を併用してラ
ンダム・アクセスが行なわれる無線通信システムであって、
　ＲＴＳ受信側の通信局は、受信信号のクオリティを測定し、該測定結果に基づいてデー
タ・レートに関する情報をＣＴＳに記載して送信し、
　ＣＴＳ受信側の通信局は、ＣＴＳに記載されたデータ・レートに関する情報に基づいて
、該ＣＴＳ情報の受信に起因するデータ送信を行なう、
ことを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　ＲＴＳ送信側の通信局は、ＲＴＳ情報の受信に起因して送信されるＣＴＳ情報を含むパ
ケットの受信が完了するまでの時間をメディア予約時間情報としてＲＴＳに記載し、
　ＣＴＳ送信側の通信局は、ＣＴＳ情報の受信に起因して送信されるデータ・パケットの
受信が完了するまでの時間をメディア予約時間情報としてＣＴＳに記載し、
　ＲＴＳ又はＣＴＳを受信した他の通信局は、ＮＡＶ（Ｎｅｔｗｏｒｋ Ａｌｌｏｃａｔ
ｉｏｎ Ｖｅｃｔｏｒ）を立て、メディア予約時間情報で示される期間に渡りこれを有効
化して、送信不許可状態となる、
ことを特徴とする請求項１に記載の無線通信システム。
【請求項３】
　複数のデータ・ユニットを送受信する無線通信システムであって、送信データ・ユニッ
トにシーケンス番号を付与してデータ・ユニットの特定を行ない、且つ選択的確認応答が
適用される場合に、
　受信側の通信局は、シーケンス番号順にすべて受信したデータ・ユニットまでのシーケ
ンス番号と、当該シーケンス番号以降のデータ受信状態を当該シーケンス番号からの相対
ビット位置にマッピングして表されるビットマップ情報を、受信確認応答情報ＡＣＫに記
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載して送信し、
　送信側及び受信側の通信局は、送信データ並びに確認応答には起因するデータ・フロー
を示す情報を付与する、
ことを特徴とする無線通信システム。
【請求項４】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスが行なわれる無線通信システムであって、
　送信要求ＲＴＳ、確認通知ＣＴＳ、データ、確認応答ＡＣＫのうち任意の２以上をマル
チプレクスしたパケットの送受信を許容する、
ことを特徴とする無線通信システム。
【請求項５】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスを行なう無線通信装置であって、
　ＲＴＳ受信時に受信信号のクオリティを測定する通信品質測定手段と、
　該測定された受信信号のクオリティに基づいてデータ・レートに関する情報を該受信し
たＲＴＳに起因するＣＴＳに記載して送信するＣＴＳ送信手段と、
を具備することを特徴とする無線通信装置。
【請求項６】
　データ送信を要求するときにＲＴＳを送信するＲＴＳ送信手段と、
　ＣＴＳ情報を受信したときにＣＴＳに記載されたデータ・レートに関する情報に基づい
て、該ＣＴＳ情報に起因するデータ送信を行なうデータ送信手段と、
をさらに備えることを特徴とする請求項５に記載の無線通信装置。
【請求項７】
　前記ＲＴＳ送信手段は、ＲＴＳ情報の受信に起因して送信されるＣＴＳ情報を含むパケ
ットの受信が完了するまでの時間をメディア予約時間情報としてＲＴＳに記載して送信し
、
　前記ＣＴＳ送信手段は、ＣＴＳ情報の受信に起因して送信されるデータ・パケットの受
信が完了するまでの時間をメディア予約時間情報としてＣＴＳに記載し、
　自局宛てでないＲＴＳ又はＣＴＳを受信した際に、ＮＡＶを立て、メディア予約時間情
報で示される期間に渡りこれを有効化して、送信不許可状態とする送信停止手段をさらに
備える、
ことを特徴とする請求項６に記載の無線通信装置。
【請求項８】
　前記ＲＴＳ送信手段は、ＲＴＳ受信側の通信局においてデータ・レート決定時に参照さ
れる要因情報をＲＴＳに記載し、
　さらに前記データ・レート決定手段を備え、受信信号のクオリティ測定結果に加えＲＴ
Ｓに記載されている要因情報を考慮してデータ・レートを決定する、
ことを特徴とする請求項６に記載の無線通信装置。
【請求項９】
　前記要因情報は、積極的に高いデータ・レートを決定すべきか、又は消極的に低いデー
タ・レートを決定すべきかに関する情報であり、
　前記ＲＴＳ送信手段は、ＲＴＳ受信側の通信局に対する伝送エラー・レート、ＲＴＳパ
ケットとデータ・パケットの送信電力差、又はデータ・レートと送信電力の因果関係のう
ち少なくとも１つに基づいて要因情報を決定する、
ことを特徴とする請求項８に記載の無線通信装置。
【請求項１０】
　前記ＲＴＳ送信手段は、送信を試みる１以上のデータ・ユニットに関する情報をＲＴＳ
に記載し、
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　前記ＣＴＳ送信手段は、ＲＴＳに記載されるデータ・ユニットに関する情報と決定した
データ・レートに関する情報に基づいてすべてのデータ・パケットの受信が完了するメデ
ィア予約時間情報を決定してＣＴＳに記載する、
ことを特徴とする請求項６に記載の無線通信装置。
【請求項１１】
　前記データ送信手段は、ＣＴＳに記載されているデータ・レートに関する情報に基づき
、且つメディア予約時間情報で指定された時間内に完了するようにＣＴＳ情報の受信に起
因するデータ送信を行なう、
ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１２】
　データ・ユニットに関する情報は、送信を試みるデータ・ユニット毎のデータ長である
、
ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１３】
　データ・ユニットに関する情報は、送信を試みる１つ以上のデータ・ユニットのデータ
長の合計である、
ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１４】
　データ・ユニットに関する情報は、１つ以上の送信を試みるデータ・ユニット送信に要
する時間長である、
ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１５】
　データ・ユニットに関する情報は、送信を試みるデータ・ユニットの個数情報である、
ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１６】
　前記ＣＴＳ送信手段は、ＲＴＳを受信後にメディア予約時間情報を決定する際に、自局
が受信可能な時刻までで受信を打ち切るように考慮する、
ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１７】
　前記ＲＴＳ送信手段は、自局が送信可能な時刻までの期間情報をＲＴＳに記載し、
　前記ＣＴＳ送信手段は、ＲＴＳを受信後にメディア予約時間情報を決定する際に、ＲＴ
Ｓに記載された前記期間情報を上回らないように考慮する、
ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１８】
　前記データ送信手段は、送信データ・ユニットにシーケンス番号を付与し、
　前記ＲＴＳ送信手段は、送信を試みるデータの先頭シーケンス番号をＲＴＳに記載して
、送信を試みるデータ・ユニットに関する情報を通知し、
　前記ＣＴＳ送信手段は、ＲＴＳに記載されているデータ・ユニットの先頭シーケンス番
号を参照し、送信が試みられるデータ・ユニットの中から既に受信済みのデータ・ユニッ
トを抽出して受信対象から除外した上で、メディア予約時間情報を決定する、
ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１９】
　選択的確認応答が適用される場合、
　前記ＲＴＳ送信手段は、データ送信を試みるデータ・ユニットの先頭シーケンス番号並
びに以降のデータ・ユニットの受信確認情報を該先頭シーケンス番号に対する相対位置に
相当するビットにマッピングしたビットマップ情報を含んだ受信確認応答情報をＲＴＳに
記載し、さらに受信確認の取れていないデータ・ユニットのみを送信対象として前記のデ
ータ・ユニットに関する情報を作成し、
　前記ＣＴＳ送信手段は、ＲＴＳに記載されている前記ビットマップ情報を参照し、送信
が試みられるデータ・ユニットの中から既に受信済みのデータ・ユニットを抽出して受信
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対象から除外した上で、メディア予約時間情報を決定する、
ことを特徴とする請求項１８に記載の無線通信装置。
【請求項２０】
　前記ＣＴＳ送信手段は、既に受信済みのデータ・ユニットがＲＴＳに記載された送信対
象のデータ・ユニットに含まれている場合に、ＡＣＫ情報をＣＴＳに記載する、
ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項２１】
　前記データ送信手段は、ＣＴＳに付加されているＡＣＫ情報に基づき、ＲＴＳ受信側の
通信局が既に受信しているデータ・ユニットを送信対象から除外して、ＣＴＳに記載され
たデータ・レートに関する情報に基づいてデータ送信を行なう、
ことを特徴とする請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項２２】
　前記ＣＴＳ送信手段は、当該ＲＴＳに起因して送信が試みられるデータのうち受信対象
としたデータ・ユニットのデータ長情報を１以上格納し、該格納した最終データ・ユニッ
トのシーケンス番号をＣＴＳに記載する、
ことを特徴とする請求項１８に記載の無線通信装置。
【請求項２３】
　前記ＲＴＳ送信手段は、ＣＴＳに記載されている前記の最終データ・ユニットのシーケ
ンス番号を格納し、次回のＲＴＳを送信する際に、前記の最終データ・ユニットのシーケ
ンス番号で示されるデータ・ユニットを送信対象として含まない形式で送信を試みるデー
タ・ユニットに関する情報を作成する、
ことを特徴とする請求項２２に記載の無線通信装置。
【請求項２４】
　複数のデータ・ユニットを送受信する無線通信装置であって、送信データ・ユニットに
シーケンス番号を付与してデータ・ユニットの特定を行ない、且つ選択的確認応答が適用
される場合に、
　データ受信時に応答して、シーケンス番号順にすべて受信したデータ・ユニットまでの
シーケンス番号と、当該シーケンス番号以降のデータ受信状態を当該シーケンス番号から
の相対ビット位置にマッピングして表されるビットマップ情報を、受信確認応答情報ＡＣ
Ｋに記載して送信するＡＣＫ情報送信手段と、
　データの送受信に応答して送信データ並びに確認応答を送信する際に、起因するデータ
・フローを示す情報を付与するパケット送信手段と、
を具備することを特徴とする無線通信装置。
【請求項２５】
　選択的確認応答に対応していない場合に、前記ＡＣＫ情報送信手段は前記ビットマップ
情報をオールクリアで送信する、
ことを特徴とする請求項２４に記載の無線通信装置。
【請求項２６】
　少なくとも１つのデータ・フローについては、シーケンス番号を付さないＡＲＱ方式を
採用し、リンクのセッション開設時には当該データ・フローを経由したデータの送受信に
より、相手局とシーケンス番号の同期をとる、
ことを特徴とする請求項２４に記載の無線通信装置。
【請求項２７】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスを行なう無線通信装置であって、
　送信要求ＲＴＳ、確認通知ＣＴＳ、データ、確認応答ＡＣＫの各情報を生成する情報生
成手段と、
　送信要求ＲＴＳ、確認通知ＣＴＳ、データ、確認応答ＡＣＫのうち任意の２以上をマル
チプレクスしたパケットを送受信するパケット通信手段と、
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を具備することを特徴とする無線通信装置。
【請求項２８】
　パケットの送信により起因する他局のパケットの送信が終了するまでの時刻を設定する
手段を備え、設定された時間情報を当該送信パケットのメディア予約時間情報として記載
する、
をさらに備えることを特徴とする請求項２７に記載の無線通信装置。
【請求項２９】
　ＲＴＳ情報を含むパケットを受信したことに応答して、当該ＲＴＳの内容に応じてＣＴ
Ｓ情報を含むパケットの送信を行なう手段と、
　ＣＴＳ情報を含むパケットを受信したことに応答して、当該ＣＴＳの内容に応じてデー
タを含むパケットの送信を行なう手段と、
をさらに備えることを特徴とする請求項２７に記載の無線通信装置。
【請求項３０】
　前記情報生成手段は、ＲＴＳ情報を生成する際に、当該ＲＴＳに起因して送信されるＣ
ＴＳにＲＴＳ情報を付加してもよいか否かを示す第１の情報を記載する、
ことを特徴とする請求項２７に記載の無線通信装置。
【請求項３１】
　前記パケット送信手段は、返送パケットを送信する際に、起因するＲＴＳの第１の情報
に基づいてＣＴＳにＲＴＳ情報を付加してもよいか否かを判断し、且つＲＴＳ送信側の通
信局に対して送信したいデータが存在する場合には、当該データを送信する目的のＲＴＳ
情報を付加したＣＴＳあるいは当該データを送信する目的のＲＴＳ情報を含むパケットを
送信する、
ことを特徴とする請求項３０に記載の無線通信装置。
【請求項３２】
　前記パケット送信手段は、ＲＴＳ情報を含むパケットに対する返送パケットを送信する
際に、ＲＴＳ送信側の通信局に対して送信したいデータが存在する場合には、当該データ
を送信する目的のＲＴＳ情報を付加したＣＴＳあるいは当該データを送信する目的のＲＴ
Ｓ情報を含むパケットを送信する、
ことを特徴とする請求項２７に記載の無線通信装置。
【請求項３３】
　前記情報生成手段は、過去に当該ＲＴＳの宛先局から受信したパケット中に含まれる情
報要素に基づいて第１の情報を決定する、
ことを特徴とする請求項３０に記載の無線通信装置。
【請求項３４】
　前記パケット通信手段は、ＣＴＳを送信する際に、起因するＲＴＳ送信側の通信局が自
局で既に受信済みのデータの送信を試みていることを当該ＲＴＳの情報から認識した場合
には、ＣＴＳにＡＣＫ情報を付加する、
ことを特徴とする請求項２７に記載の無線通信装置。
【請求項３５】
　前記パケット通信手段は、データ・パケットの受信に応答して、当該データ送信側の通
信局からＡＣＫを要求するデータを受信したものの、当該データのＡＣＫを送信していな
いと判断した場合には、当該データ送信側の通信局に対して何らかのパケットを送信する
際にＡＣＫ情報を付加する、
ことを特徴とする請求項２７に記載の無線通信装置。
【請求項３６】
　前記パケット通信手段は、ＲＴＳ情報単独で送信するパケットにはＡＣＫ情報を付加し
ない、
ことを特徴とする請求項３５に記載の無線通信装置。
【請求項３７】
　前記パケット通信手段は、ＡＣＫを要求するデータを２以上の通信局を宛先とするパケ
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ットとして送信する、
ことを特徴とする請求項３５に記載の無線通信装置。
【請求項３８】
　前記パケット通信手段は、ＲＴＳを送信する際に、これまでに送信したデータに関する
ＡＣＫの返信を要求するＡＣＫ要求を多重化する、
ことを特徴とする請求項２７に記載の無線通信装置。
【請求項３９】
　前記パケット通信手段は、これまでに送信したデータに関するＡＣＫを受信できなかっ
たときに、ＲＴＳを送信する際に、これまでに送信したデータに関するＡＣＫの返信を要
求するＡＣＫ要求を多重化する、
ことを特徴とする請求項２７に記載の無線通信装置。
【請求項４０】
　前記情報生成手段は、ＡＣＫ要求が多重化されたＲＴＳを受信したことに応答して、Ｒ
ＴＳ送信側の通信局から送信されたデータを受信完了したか否かを示すＡＣＫを生成し、
　前記パケット通信手段は、ＲＴＳ送信側の通信局から送信されたデータを受信完了した
か否かを示すＡＣＫを返信し、又は、前記ＲＴＳ送信側の通信局から送信されたデータを
受信できていないときには該データの再送を要求するＣＴＳと該ＡＣＫ要求に対するＡＣ
Ｋを多重化して返信する、
ことを特徴とする請求項３８又は３９のいずれかに記載の無線通信装置。
【請求項４１】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスを行なうための無線通信方法であって、
　ＲＴＳ受信時に受信信号のクオリティを測定する通信品質測定ステップと、
　該測定された受信信号のクオリティに基づいてデータ・レートに関する情報を該受信し
たＲＴＳに起因するＣＴＳに記載して送信するＣＴＳ送信ステップと、
　ＣＴＳ情報を受信したときに、ＣＴＳに記載されたデータ・レートに関する情報に基づ
いて該ＣＴＳ情報に起因するデータ送信を行なうデータ送信ステップと、
を具備することを特徴とする無線通信方法。
【請求項４２】
　複数のデータ・ユニットを送受信するための無線通信方法であって、送信データ・ユニ
ットにシーケンス番号を付与してデータ・ユニットの特定を行ない、且つ選択的確認応答
が適用される場合に、
　データ受信時に応答して、シーケンス番号順にすべて受信したデータ・ユニットまでの
シーケンス番号と、当該シーケンス番号以降のデータ受信状態を当該シーケンス番号から
の相対ビット位置にマッピングして表されるビットマップ情報を、受信確認応答情報ＡＣ
Ｋに記載して送信するステップと、
　データの送受信に応答して送信データ並びに確認応答を送信する際に、起因するデータ
・フローを示す情報を付与するステップと、
を具備することを特徴とする無線通信方法。
【請求項４３】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスを行なうための無線通信方法であって、
　送信要求ＲＴＳ、確認通知ＣＴＳ、データ、確認応答ＡＣＫの各情報を生成する情報生
成ステップと、
　送信要求ＲＴＳ、確認通知ＣＴＳ、データ、確認応答ＡＣＫのうち任意の２以上の情報
をマルチプレクスしたパケットを送受信するパケット通信ステップと、
を具備することを特徴とする無線通信方法。
【請求項４４】
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　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスが行なわれる通信環境下における通信動作を制御する
ための処理をコンピュータ上で実行するようにコンピュータ可読形式で記述されたコンピ
ュータ・プログラムであって、前記コンピュータを、
　ＲＴＳ受信時に受信信号のクオリティを測定する通信品質測定手段と、
　該測定された受信信号のクオリティに基づいてデータ・レートに関する情報を該受信し
たＲＴＳに起因するＣＴＳに記載して送信するＣＴＳ送信手段と、
　ＣＴＳ情報を受信したときに、ＣＴＳに記載されたデータ・レートに関する情報に基づ
いて該ＣＴＳ情報に起因するデータ送信を行なうデータ送信手段と、
として機能させるためのコンピュータ・プログラム。
【請求項４５】
　複数のデータ・ユニットを送受信するための通信動作の制御をコンピュータ上で実行す
るようにコンピュータ可読形式で記述されたコンピュータ・プログラムであって、送信デ
ータ・ユニットにシーケンス番号を付与してデータ・ユニットの特定を行ない、且つ選択
的確認応答が適用される場合に、前記コンピュータを、
　データ受信時に応答して、シーケンス番号順にすべて受信したデータ・ユニットまでの
シーケンス番号と、当該シーケンス番号以降のデータ受信状態を当該シーケンス番号から
の相対ビット位置にマッピングして表されるビットマップ情報を、受信確認応答情報ＡＣ
Ｋに記載して送信する手段と、
　データの送受信に応答して送信データ並びに確認応答を送信する際に、起因するデータ
・フローを示す情報を付与する手段と、
として機能させるためのコンピュータ・プログラム。
【請求項４６】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスを行なう通信環境下で通信動作を制御するための処理
をコンピュータ上で実行するようにコンピュータ可読形式で記述されたコンピュータ・プ
ログラムであって、前記コンピュータを、
　送信要求ＲＴＳ、確認通知ＣＴＳ、データ、確認応答ＡＣＫの各情報を生成する情報生
成手段と、
　送信要求ＲＴＳ、確認通知ＣＴＳ、データ、確認応答ＡＣＫのうち任意の２以上の情報
をマルチプレクスしたパケットを送受信するパケット通信手段と、
として機能させるためのコンピュータ・プログラム。
【請求項４７】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスが行なわれる無線通信システムであって、
　ＲＴＳ送信側の通信局は、送信を試みる１以上のデータ・ユニットに関する情報を記載
したＲＴＳを送信する、
ことを特徴とする無線通信システム。
【請求項４８】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスを行なう無線通信装置であって、
　データ送信を要求するときにＲＴＳを送信するＲＴＳ送信手段と、
　ＣＴＳ情報を受信したときに、該ＣＴＳ情報に起因するデータ送信を行なうデータ送信
手段と、
　ＲＴＳを受信したときに、該ＲＴＳに起因するＣＴＳを送信するＣＴＳ送信手段とを備
え、
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　前記ＲＴＳ送信手段は、送信を試みる１以上のデータ・ユニットに関する情報を記載し
たＲＴＳを送信する、
ことを特徴とする無線通信装置。
【請求項４９】
　データ・ユニットに関する情報は、送信を試みるデータ・ユニット毎のデータ長である
、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５０】
　データ・ユニットに関する情報は、送信を試みる１つ以上のデータ・ユニットのデータ
長の合計である、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５１】
　データ・ユニットに関する情報は、１つ以上の送信を試みるデータ・ユニット送信に要
する時間長である、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５２】
　データ・ユニットに関する情報は、送信を試みるデータ・ユニットの個数情報である、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５３】
　前記ＣＴＳ送信手段は、ＲＴＳを受信後にメディア予約時間情報を決定する際に、自局
が受信可能な時刻までで受信を打ち切るように考慮して決定したメディア予約時間情報を
ＣＴＳに記載する、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５４】
　前記ＲＴＳ送信手段は、自局が送信可能な時刻までの期間情報をＲＴＳに記載し、
　前記ＣＴＳ送信手段は、受信したＲＴＳに記載された前記期間情報を上回らないように
考慮して決定したメディア予約時間情報をＣＴＳに記載する、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５５】
　前記ＲＴＳ送信手段は、ＲＴＳ情報の受信に起因して送信されるＣＴＳ情報を含むパケ
ットの受信が完了するまでの時間をメディア予約時間情報としてＲＴＳに記載する、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５６】
　ＲＴＳ受信時に受信信号のクオリティを測定する通信品質測定手段と、
　該測定された受信信号のクオリティに基づいてデータ・レートを決定するデータ・レー
ト決定手段と、
をさらに備えることを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５７】
　前記ＣＴＳ送信手段は、受信を希望するデータ・レートに関する情報をＣＴＳに記載し
て送信する、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項５８】
　前記データ送信手段は、ＣＴＳに記載されたデータ・レートに関する情報に基づいて、
該ＣＴＳ情報の受信に起因するデータ送信を行なう、
ことを特徴とする請求項５７に記載の無線通信装置。
【請求項５９】
　前記ＣＴＳ送信手段は、ＣＴＳ情報の受信に起因して送信されるデータ・パケットの受
信が完了するまでの時間をメディア予約時間情報としてＣＴＳに記載する、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項６０】
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　前記ＣＴＳ送信手段は、受信したＲＴＳに記載されている各データ・ユニットに関する
情報に基づいて、ＲＴＳ送信側から送られてくるデータ・ユニットの受信が完了する時間
に相当するメディア予約時間情報を決定する、
ことを特徴とする請求項５９に記載の無線通信装置。
【請求項６１】
　複数のデータ・ユニットが送られることが記載されたＲＴＳを受信した場合、前記ＣＴ
Ｓ送信手段は、すべてのデータ・ユニットの受信完了時間に相当するメディア予約時間情
報を決定する、
ことを特徴とする請求項５９に記載の無線通信装置。
【請求項６２】
　前記データ送信手段は、受信したＣＴＳに記載されているデータ・レートに関する情報
に基づき、且つメディア予約時間情報で指定された時間内に完了するようにＣＴＳ情報の
受信に起因するデータ送信を行なう、
ことを特徴とする請求項５９に記載の無線通信装置。
【請求項６３】
　前記ＲＴＳ送信手段は、送信データ・ユニットにシーケンス番号を付与し、送信を試み
るデータの先頭シーケンス番号をＲＴＳに記載して、送信を試みるデータ・ユニットに関
する情報を通知する、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項６４】
　前記ＣＴＳ送信手段は、受信したＲＴＳに記載されているデータ・ユニットの先頭シー
ケンス番号を参照し、送信が試みられるデータ・ユニットの中から既に受信済みのデータ
・ユニットを抽出して受信対象から除外した上で決定されるメディア予約時間情報をＣＴ
Ｓに記載する、
ことを特徴とする請求項６３に記載の無線通信装置。
【請求項６５】
　選択的確認応答が適用される場合、
　前記ＲＴＳ送信手段は、データ送信を試みるデータ・ユニットの先頭シーケンス番号並
びに以降の各データ・ユニットの受信確認情報を該先頭シーケンス番号に対する相対位置
に相当するビットにマッピングしたビットマップ情報を含んだ受信確認応答情報をＲＴＳ
に記載し、さらに受信確認の取れていないデータ・ユニットのみを送信対象として前記の
データ・ユニットに関する情報を作成し、
　前記ＣＴＳ送信手段は、受信したＲＴＳに記載されている前記ビットマップ情報を参照
し、送信が試みられるデータ・ユニットの中から既に受信済みのデータ・ユニットを抽出
して受信対象から除外した上で決定したメディア予約時間情報をＣＴＳに記載する、
ことを特徴とする請求項６３に記載の無線通信装置。
【請求項６６】
　前記ＣＴＳ送信手段は、受信したＲＴＳに起因して送信が試みられるデータのうち受信
対象としたデータ・ユニットのデータ長情報を１以上格納し、該格納した最終データ・ユ
ニットのシーケンス番号をＣＴＳに記載する、
ことを特徴とする請求項６３に記載の無線通信装置。
【請求項６７】
　前記データ送信手段は、ＣＴＳに記載されている前記の最終データ・ユニットのシーケ
ンス番号を格納し、次回のＲＴＳを送信する際に、前記の最終データ・ユニットのシーケ
ンス番号で示されるデータ・ユニットを送信対象として含まない形式で送信を試みるデー
タ・ユニットに関する情報を作成する、
ことを特徴とする請求項６６に記載の無線通信装置。
【請求項６８】
　前記ＣＴＳ送信手段は、既に受信済みのデータ・ユニットがＲＴＳに記載された送信対
象のデータ・ユニットに含まれている場合に、ＡＣＫ情報をＣＴＳに記載する、
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ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項６９】
　前記データ送信手段は、ＣＴＳに付加されているＡＣＫ情報に基づき、ＲＴＳ受信側の
通信局が既に受信しているデータ・ユニットを送信対象から除外して、ＣＴＳに記載され
たデータ・レートに関する情報に基づいてデータ送信を行なう、
ことを特徴とする請求項４８に記載の無線通信装置。
【請求項７０】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスを行なう無線通信方法であって、
　データ送信を要求するときに、送信を試みる１以上のデータ・ユニットに関する情報を
記載したＲＴＳを送信するＲＴＳ送信ステップと、
　ＲＴＳを受信したときに、該ＲＴＳに記載されている各データ・ユニットに関する情報
とデータ・レートに関する情報に基づいて決定されるメディア予約時間情報を記載したＣ
ＴＳを送信するＣＴＳ送信ステップと、
　ＣＴＳ情報を受信したときに、メディア予約時間情報で指定された時間内に完了するよ
うにＣＴＳ情報の受信に起因するデータ送信を行なうデータ送信ステップと、
を具備することを特徴とする無線通信方法。
【請求項７１】
　データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳを送信し、データ送信先の通信局から
確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答してデータ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ
方式を併用してランダム・アクセスが行なわれる通信環境下における通信動作を制御する
ための処理をコンピュータ上で実行するようにコンピュータ可読形式で記述されたコンピ
ュータ・プログラムであって、前記コンピュータを、
　データ送信を要求するときに、送信を試みる１以上のデータ・ユニットに関する情報を
記載したＲＴＳを送信するＲＴＳ送信手段と、
　ＲＴＳを受信したときに、該ＲＴＳに記載されている各データ・ユニットに関する情報
とデータ・レートに関する情報に基づいて決定されるメディア予約時間情報を記載したＣ
ＴＳを送信するＣＴＳ送信手段と、
　ＣＴＳ情報を受信したときに、メディア予約時間情報で指定された時間内に完了するよ
うにＣＴＳ情報の受信に起因するデータ送信を行なうデータ送信手段と、
として機能させるためのコンピュータ・プログラム。
【請求項７２】
　データ送信側の通信局がメディア上で送信権を得てデータ受信側の通信局とデータ通信
を行なう無線通信システムであって、
　データ送信側の通信局からのデータ送信が停止した後、該データ送信側の通信局におけ
る後続のデータの有無を検知し、後続のデータが存在する場合には、該データ送信側の通
信局が後続のデータを送信するための送信権を獲得し易くする、
ことを特徴とする無線通信システム。
【請求項７３】
　通信局がメディア上で送信権を得てからデータ通信を行なう通信環境下で動作する無線
通信装置であって、
　前記メディア上でのデータ送受信を行なう通信手段と、
　送受信データを処理するデータ処理手段と、
　前記メディア上でのアクセス動作を制御するメディア・アクセス制御手段とを備え、
　前記データ処理手段は、データ送信側の通信局からのデータ送信が停止した後、該デー
タ送信側の通信局における後続のデータの有無を検知し、
前記メディア・アクセス制御手段は、後続のデータが存在する場合には、該データ送信側
の通信局が後続のデータを送信するための送信権を獲得し易くする、
ことを特徴とする無線通信装置。
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【請求項７４】
　前記メディア・アクセス制御手段は、所定時間だけ前記メディアがクリアな状態を確認
した後さらに任意のバックオフ時間だけ待機した後に送信権を獲得するというメディア・
アクセス制御を行なっており、データ送信側の通信局において後続のデータの存在を検知
したときには、前記メディア上での送信権の獲得を試み、他の通信局による送信権を排除
するための信号を前記メディア上に送信することにより、該データ送信側の通信局が後続
のデータを送信するための送信権を獲得し易くする、
ことを特徴とする請求項７３に記載の無線通信装置。
【請求項７５】
　前記メディア・アクセス制御手段は、データ送信元の通信局が送信要求パケットＲＴＳ
を送信し、データ送信先の通信局から確認通知パケットＣＴＳを受信したことに応答して
データ送信を開始するＲＴＳ／ＣＴＳ方式を併用したメディア・アクセス制御を行なって
おり、データ送信側の通信局において後続のデータの存在を検知したときには、他の通信
局による送信権を排除するための擬似的なＲＴＳあるいはＲＴＳを前記メディア上に送信
することにより、該データ送信側の通信局が後続のデータを送信するための送信権を獲得
し易くする、
ことを特徴とする請求項７３に記載の無線通信装置。
【請求項７６】
　前記データ処理手段は、データ送信側の通信局との過去の通信履歴に基づいて、データ
送信側の通信局における後続のデータの有無を検知する、
ことを特徴とする請求項７３に記載の無線通信装置。
【請求項７７】
　前記データ処理手段は、データ送信側の通信局からのＲＴＳに応答してＣＴＳを返信で
きなかったこと、又は、データ送信側の通信局からのＲＴＳに応答してＣＴＳを返信した
後、データ送信側の通信局からの送信データが途絶えたことに基づいて、データ送信側の
通信局における後続のデータの有無を検知する、
ことを特徴とする請求項７３に記載の無線通信装置。
【請求項７８】
　前記データ処理手段は、データ送信側の通信局から送信されたデータに含まれる、後続
のデータの有無を表す特定の情報要素に基づいて、データ送信側の通信局における後続の
データの有無を検知する、
ことを特徴とする請求項７３に記載の無線通信装置。
【請求項７９】
　通信局がメディア上で送信権を得てからデータ通信を行なう通信環境下における無線通
信方法であって、
　他の通信局からの送信データの有無を検知するステップと、
　他の通信局からの送信データの存在を検知したことに応答して、当該通信局がデータを
送信するための送信権を獲得し易くなるように、他の通信局による送信権を排除するため
の信号を前記メディア上に送信するメディア・アクセス制御ステップと、
を具備することを特徴とする無線通信方法。
【請求項８０】
　通信局がメディア上で送信権を得てからデータ通信を行なう通信環境下における通信動
作を制御するための処理をコンピュータ上で実行するようにコンピュータ可読形式で記述
されたコンピュータ・プログラムであって、前記コンピュータを、
　他の通信局からの送信データの有無を検知する手段と、
　他の通信局からの送信データの存在を検知したことに応答して、当該通信局がデータを
送信するための送信権を獲得し易くなるように、他の通信局による送信権を排除するため
の信号を前記メディア上に送信するメディア・アクセス制御手段と、
として機能させるためのコンピュータ・プログラム。
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